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TOKYO PRO Marketの上場目的の開示について 

 

当社は、株式会社東京証券取引所 TOKYO PRO Market への上場にあたり、以下のとおり、TOKYO PRO 

Market上場の目的及び中長期的な企業価値向上に向けた取り組みをお知らせいたします。 

 

記 
 

 

１．当社グループの事業概要と上場の背景  

当社は、「お客様のご要望に沿った（フィット）仕事（ワークス）をご提供する」という理念の

もと、ソフトウェア開発やネットワーク構築から、LAN配線・各種電気通信工事といった物理イン

フラまでをワンストップで提供するシステムインテグレーション事業を展開しております。特に医

療機関向けインフラ構築において豊富な実績を有しており、全国 125施設の病院や教育機関などの

インフラを支えております。昨今の医療・IT業界における DX推進やセキュリティ対策需要の高ま

りを受け、当社の業績は順調に拡大しております。この成長をさらに加速させ、事業領域における

社会的責任を果たすべく、TOKYO PRO Marketへ上場いたしました。 

 

２．TOKYO PRO Marketへの上場目的 

当社は、持続的な成長基盤を強固なものとし、中長期的な企業価値の向上を実現するため、以下

の 3つの目的を掲げております。 

 

(1)社会的インフラを支える企業としての信用担保と事業基盤の確立  

当社は、各種電気通信工事など物理的なインフラ構築からソフトウェア開発まで手掛けてお

り、医療機関等の通信・ITインフラを 24時間 365日安全に保守・管理する重要な社会的責任を

担っております。TOKYO PRO Market上場企業という高い社会的地位を担保することによって、

官公庁や大手ベンダーなどの上位顧客からの信頼性を飛躍的に高め、取引の恒久性と安定性を

確保してまいります。 

(2)エンジニアファーストの組織構築と優秀な人的資本の獲得 

 当社の事業価値の源泉は「人」であり、優秀な技術者の確保と定着は最重要課題です。東京や

鹿児島への多拠点展開を進めるとともに、上場による社会的認知度の向上を通じて採用競争力

を高めます。同時に、透明性の高い人事評価制度や教育体制を整備し、若手のうちから挑戦し

突き抜けられる「エンジニアファースト」の組織構築を実現いたします。 

(3)属人的経営からの脱却と持続可能なガバナンス体制の高度化 

 当社の売上高は上場直前期（2021年 11月期）の約 12億円から、2025年 11月期には 27億円

を超える規模へと急成長を遂げております。この急拡大する組織を強固に支えるため、内部統

制と経営管理体制の高度化を図ります。すでに社外監査役を招聘するなど客観的なガバナンス

体制は機能し始めておりますが、適時開示義務を遵守する体制をさらに高度化させるプロセス

自体を上場目的とし、組織としての自律的な内部統制の構築を推進いたします。 
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３．今後の展開 

当社は、資組織体制整備とガバナンス強化の段階的なステップとして TOKYO PRO Marketを活用

してまいります。上場目的の実現状況は年 1回以上、担当 J-Adviserと協議のうえ評価・検証し

企業価値の向上に努めてまいります。 

 

以 上 


